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（２～３面）　２月定例会（１）
本会議の質問から
２月定例会の概要

（４～５面）　改選期特集
４１人の新議員と
県議会の組織（保存版）

（６～７面）　２月定例会（２）
予算委員会の質問から
審議の結果

（８面） ５月臨時会
５月臨時会の概要

おしらせ
県議会を傍聴してみませんか？
議事堂の見学を受け付けています！
６月定例会の開催日程（予定）
請願・陳情　あなたの声を県政に！

も　く　じ

議長あいさつ
　県民のみなさんこんにちは。
　第７８代高知県議会議長に就任いたしま
した依光�夫です。
　地方分権の時代を迎える中で、県議会
の果たす役割は、本当に大きいものがあり、
このような時に、議長という重要な職に就任
し、身の引き締まる思いがいたしております。
　県民の豊かなくらしを目指し、議会の円
滑な運営に全力を尽くして、誠心誠意取り
組んでまいりますので、ご支援のほど、よろ
しくお願い申し上げます。

第７８代議長
依光　�夫

５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時会会会会会会会会会会会トトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッックククククククククククススススススススススス
（会期５月１１日～１４日）

●
正
副
議
長
を
選
出

　

議
長
に
依
光
�
夫
議
員
（
自
由
民
主
党
）、
副
議

長
に
雨
森
広
志
議
員
（
自
由
民
主
党
）
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
ま
し
た
。

●
臨
時
会
で
は
異
例
の
本
会
議
質
疑

　

一
連
の
不
祥
事
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
す
た
め
、臨
時

会
で
は
異
例
と
な
る
本
会
議
で
の
質
疑
を
行
い
、
四

会
派
か
ら
四
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

●
補
正
予
算
議
案
な
ど
五
議
案
を

　

可
決
・
承
認
・
同
意

　

補
正
予
算
議
案
二
件
、報
告
議
案
二
件
、人
事
議

案
一
件
の
計
五
議
案
を
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
病
院
職
員
の
退
職
金
に
関
す
る
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
は
、議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
知
事
問
責
決
議
を
可
決

　

一
連
の
不
祥
事
に
つ
い
て
知
事
に
責
任
の
自
覚
と

反
省
を
求
め
る
た
め
、「
知
事
に
対
す
る
問
責
決
議
」

を
可
決
し
ま
し
た
。

●
特
別
委
員
会
を
設
置

　
「
元
県
幹
部
職
員
に
よ
る
巨
額
借
り
入
れ
焦
げ
つ

き
関
連
事
件
調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

（詳細は８面に）

平成１１年（１９９９年）　６月２７日（日） こうち県議会だより
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高知県議会議事堂　

＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎、市町村役場でも
　お渡ししています。



2 月定例会
本会議の質問から

（3 月 1 日～ 4 日）

質
問
者

　

三
月
一
日

　
　

依
光　

�
夫

　
　

熊
井　

一
夫

　
　

中
沢　

潤
二

　

三
月
二
日

　
　

田
頭
文
吾
郎

　
　

川
田　

雅
敏

　
　

井
上　

自
由

　

三
月
三
日

　
　

伊
野
部
武
男

　
　

牧　
　

義
信

　
　

中
野　

善
弘

　

三
月
四
日

　
　

田
村　

輝
雄

　
　

池
脇　

純
一

　
　

藤
戸　
　

進

＊所属会派は２月定例会時点のものです。

平成１１年（１９９９年）　６月２７日（日）こうち県議会だより
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�
 
今
の
市
町
村
活
性
化
総
合
補
助

金
に
加
え
て
、
十
一
年
度
は
新
た

に
五
つ
の
分
野
で
総
合
補
助
金
を

設
け
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
の

ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま

た
各
補
助
金
の
調
整
は
ど
う
す
る

の
か
。

�
 
事
業
費
の
枠
は
約
二
十
三
億
円

あ
る
。
市
町
村
の
創
意
工
夫
と
補

助
金
の
組
み
合
わ
せ
次
第
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
あ
っ
た
効

果
的
な
事
業
が
な
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
。
県
の
窓
口
も
一
本

化
す
る
。

�
 
香
南
工
業
用
水
事
業
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
野
市
町
な
ど
香
南

地
域
の
今
後
の
水
需
要
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
べ
き
だ
。

万
一
取
水
に
よ
る
影
響
が
で
た
場

合
の
県
の
責
任
と
対
応
を
明
確
に

せ
よ
。

�
 
十
年
度
に
物
部
川
流
域
の
水
需

給
計
画
を
定
め
た
の
で
、
こ
れ
を

基
に
水
資
源
の
確
保
を
検
討
し
た

問答問答

依光　�夫
（自由民主党）

香 
南
地
域
の
水
需
要
に

対
す
る
考
え 
方
を
示
せ

三
月
一
日�

い
。
ま
た
、
取
水
す
る
井
戸
の
周

辺
で
は
、
井
戸
の
掘
り
足
し
・
掘

り
直
し
な
ど
で
、
対
策
に
万
全
を

期
す
。

�
 
国
は
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
明

言
し
て
い
る
。
外
交
や
国
防
に
つ

い
て
権
限
の
な
い
知
事
が
、
非
核

証
明
書
方
式
を
実
行
し
て
、
わ
が

国
の
平
和
や
安
全
、
日
米
関
係
を

損
な
っ
た
場
合
、
そ
の
責
任
を
と

れ
る
の
か
。

�
 
安
全
の
事
実
確
認
を
地
方
だ
け

で
判
断
で
き
な
い
場
合
に
、
確
認

で
き
る
立
場
に
い
る
国
に
説
明
を

求
め
る
こ
と
が
、
国
民
全
体
の
利

益
や
、
国
の
平
和
や
安
全
を
損
な

う
こ
と
に
は
な
り
得
な
い
と
思
う
。

問答

熊井　一夫
（県民クラブ）

空
港
ビ
ル
の
木
造
化

に
つ
い
て
決
意
を
聞
く

�

「
木
の
文
化
県
構
想
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
木
材
・
森
林
・

林
業
を
、
も
っ
と
目
に
見
え
る
形

で
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
。

空
港
ビ
ル
の
木
造
化
に
つ
い
て
知

事
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

�
 
空
港
は
森
林
県
高
知
を
ア
ピ
ー

問答

ル
す
る
格
好
の
舞
台
な
の
で
、
木

の
良
さ
が
演
出
で
き
る
よ
う
検
討

し
た
い
。
森
林
、
木
材
関
係
者
の

皆
様
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

�
 
県
が
出
資
す
る
外
郭
団
体
の
改

革
に
つ
い
て
、
改
革
の
方
針
を
ま

と
め
て
十
年
度
内
に
着
手
す
る
と

い
う
が
、
ど
う
い
う
も
の
を
、
ど

の
よ
う
に
改
革
し
よ
う
と
い
う
の

か
、
明
確
に
示
せ
。

�
 
県
が
二
十
五
％
以
上
出
資
し
て

い
る
三
十
九
の
団
体
の
う
ち
、
廃

止
が
三
、
統
合
が
五
、
事
業
の
再

編
が
三
と
い
っ
た
方
向
で
最
終
調

整
を
し
て
い
る
。
情
報
公
開
の
推

進
も
年
度
内
に
ま
と
め
た
い
。

�
 
室
戸
の
マ
グ
ロ
船
で
二
百
六
十

名
近
く
の
人
が
雇
用
難
に
陥
り
、

シ
キ
ボ
ウ
で
も
た
く
さ
ん
の
方
が

失
業
す
る
。
雇
用
情
勢
は
現
在
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
今
後

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

�
 
マ
グ
ロ
関
係
の
再
就
職
の
見
通

し
は
相
当
厳
し
い
。
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
て
相
談
窓
口
を
設
け

る
。
敷
島
紡
績
に
は
、
跡
地
に
立

地
す
る
企
業
へ
の
再
雇
用
や
あ
っ

せ
ん
を
強
く
申
し
入
れ
た
。

問答問答�
 
県
交
通
と
土
佐
電
鉄
の
一
元
化

は
最
後
の
詰
め
の
段
階
に
あ
り
、

後
退
は
許
さ
れ
な
い
。
県
の
強
力

な
指
導
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た

い
。
新
し
い
バ
ス
会
社
の
発
足
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
と
見
通

し
を
聞
く
。

�
 
今
年
の
十
月
一
日
か
ら
新
会
社

に
よ
る
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
を
両
社
で
確
認
し
て
い
る
。

今
回
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

て
い
る
の
で
、
両
社
の
協
議
を
十

分
に
確
認
し
な
が
ら
役
割
を
果
た

問答

中沢　潤二
（未来会）

県
中
央
地
域
で
の
新
バ
ス

会
社
発
足
の
見
通
し
は

し
た
い
。

�
 
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
（
逆
担

保
制
度
）
の
高
知
県
版
は
、
介
護

保
険
の
補
充
と
い
う
狭
い
考
え
方

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ゆ
と
り
あ
る
生

活
の
た
め
、
高
齢
者
の
利
用
し
や

す
い
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
つ
も
り
は

な
い
か
。
ま
た
実
施
は
十
二
年
度

か
ら
か
。

�
 
当
面
は
介
護
保
険
に
対
応
し
た

制
度
を
十
二
年
度
に
創
設
す
る
よ

う
、
全
力
を
注
ぐ
。
こ
の
運
用
の

状
況
を
み
て
、
高
齢
者
の
生
活
全

般
を
支
え
る
た
め
の
制
度
も
検
討

し
た
い
。

�
 
農
家
へ
の
直
接
支
払
い
制
度
は
、

全
国
一
律
の
基
準
と
な
れ
ば
高
知

県
は
不
利
に
な
る
。
中
山
間
地
域

の
規
模
が
零
細
な
こ
と
や
、
稲
作

以
外
の
栽
培
が
多
い
と
い
う
実
態

を
制
度
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国

に
ど
う
働
き
か
け
る
の
か
。

�
 
国
は
、
本
年
七
月
に
最
終
と
り

ま
と
め
を
す
る
。
農
業
者
、
有
識

者
、
市
町
村
、
関
係
団
体
な
ど
の

意
見
を
集
約
し
て
、
本
県
の
実
態

に
合
っ
た
制
度
を
国
に
強
く
要
望

し
た
い
。

問答問答

田頭文吾郎
（日本共産党）

港
湾
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
見
解
を
問
う

三
月
二
日�

�
 
非
核
港
湾
化
に
つ
い
て
、
政
府

は
県
条
例
が
地
方
自
治
体
の
権
限

を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か

し
港
湾
施
設
の
管
理
運
営
は
法
律

に
定
め
ら
れ
た
自
治
体
固
有
の
事

務
で
あ
り
、
法
律
を
変
え
な
い
限

り
国
が
命
令
的
に
関
与
は
で
き
な

い
と
思
う
が
、
知
事
の
見
解
を
伺

う
。

�
 
一
般
論
と
し
て
港
湾
施
設
の
管

理
や
運
営
は
地
方
自
治
体
の
事
務

問答

だ
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
条
例

化
が
直
ち
に
違
法
と
は
考
え
て
い

な
い
。

�
 
財
政
を
再
建
す
る
う
え
で
、
当

面
の
財
源
不
足
に
は
、
地
方
債
の

低
利
借
り
か
え
や
返
済
期
間
の
延

長
が
極
め
て
重
要
だ
と
思
う
が
、

こ
の
点
を
政
府
に
強
く
要
求
し
て

実
現
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
 
借
り
か
え
の
実
現
は
極
め
て
困

難
と
考
え
る
。
十
一
年
度
限
り
の

臨
時
特
例
の
措
置
（
繰
上
償
還
）

を
継
続
す
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

返
済
期
間
の
延
長
は
、
長
期
的
に

み
て
金
利
総
額
が
増
加
す
る
の
で

好
ま
し
く
な
い
。

�
 
教
職
員
の
勤
勉
手
当
へ
の
成
績

率
導
入
を
、
圧
倒
的
多
数
の
教
職

員
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
強

行
す
る
こ
と
は
、「
み
ん
な
で
教
育

改
革
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る

県
教
委
の
姿
勢
や
、
土
佐
の
教
育

改
革
の
理
念
と
矛
盾
す
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

�
 
成
績
率
の
導
入
は
制
度
本
来
の

趣
旨
に
立
ち
返
る
も
の
で
、
教
育

改
革
と
同
列
に
論
ず
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

�
 
自
然
に
優
し
く
、
林
業
の
振
興

に
つ
な
が
る
葉
つ
き
乾
燥
材
は
、

大
変
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
十
一
年
度
予
算
は
わ
ず
か
百

二
十
五
万
円
で
、
し
か
も
普
及
の

た
め
の
大
事
な
点
が
抜
け
落
ち
て

い
る
。
な
ぜ
十
分
な
対
策
が
で
き

な
い
の
か
。

�
 
葉
つ
き
乾
燥
材
は
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
嶺
北
地
域
を
モ

デ
ル
に
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
。

高
齢
級
林
の
間
伐
支
援
事
業
な
ど

で
生
産
を
促
進
し
、
市
場
で
の
差

別
化
も
図
る
。

�
 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
が
広
く

認
識
さ
れ
、
ご
み
問
題
に
大
変
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
、
県

は
も
っ
と
積
極
的
に
市
町
村
と
連

携
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

�
 
こ
れ
ま
で
、
ご
み
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
を
啓
発
し
て

き
た
が
、
十
一
年
度
は
ご
み
分
別

と
減
量
化
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
ご
み
処
理
の
広
域
化

の
た
め
市
町
村
と
の
連
携
・
調
整

を
進
め
る
。

�
 
中
山
間
地
で
は
夜
に
な
る
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
が
全
く

聞
き
取
れ
な
く
な
る
。
Ｆ
Ｍ
放
送

は
夜
も
ク
リ
ア
な
の
で
、
第
一
放

送
の
内
容
を
Ｆ
Ｍ
放
送
で
流
す
よ

う
、
県
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
要
望
し

て
は
ど
う
か
。

�
 
現
時
点
で
要
望
す
る
の
は
困
難

と
考
え
る
。
代
わ
り
の
方
法
と
し

て
、
電
話
回
線
で
ラ
ジ
オ
放
送
を

流
せ
る
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
が
あ
る

の
で
、
市
町
村
の
意
向
が
あ
れ
ば

県
も
国
の
補
助
制
度
の
導
入
に
努

め
た
い
。

問答問答問答

川田　雅敏
（自由民主党）

葉
つ
き
乾
燥
材
の
普
及

施
策
を
積
極
的
に

�
 
高
知
空
港
へ
の
連
絡
鉄
道
の
実

現
に
知
事
は
意
欲
的
だ
が
、
そ
の

た
め
に
大
切
な
の
は
、
最
高
責
任

者
の
断
固
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
発
揮
で
あ
る
と
考
え
る
。
知

事
の
決
意
を
聞
く
。

�
 
ル
ー
ト
や
事
業
費
の
検
討
を
運

輸
局
と
進
め
て
い
る
。
宮
崎
空
港

の
事
例
も
参
考
に
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
と
の
連
携
な
ど
幅
広
く
検
討
し

た
い
。
国
に
も
有
利
な
補
助
制
度

の
創
設
な
ど
を
積
極
的
に
働
き
か

け
た
い
。

�
 
身
近
だ
っ
た
メ
ダ
カ
が
絶
滅
す

る
。
私
た
ち
は
今
、
多
様
な
生
物

と
の
共
生
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
環

境
行
政
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
描

く
た
め
「
環
境
立
県
高
知
」
を
目

指
す
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

�
 
環
境
立
県
と
い
う
言
葉
を
使
う

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
循
環

と
予
防
を
重
視
し
た
二
十
一
世
紀

型
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
環

境
問
題
の
先
進
県
を
目
指
し
た
い
。

�
 
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、
十
年
九

月
に
全
国
一
斉
に
、
災
害
弱
者
関

連
施
設
の
緊
急
点
検
が
実
施
さ
れ

た
。
本
県
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
ま
た
そ
れ
を
も
と
に
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

�
 
土
砂
災
害
危
険
箇
所
内
に
あ
る

自
力
で
避
難
で
き
な
い
方
が
入
所

し
て
い
る
施
設
の
う
ち
、
四
十
施

設
で
防
災
工
事
が
で
き
て
い
な
い
。

特
に
緊
急
度
の
高
い
十
七
施
設
は
、

十
五
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
。
調

査
結
果
も
周
知
す
る
。

問答問答問答

井上　自由
（県民クラブ）

「
環
境
立
県
高
知
」を

目
指
す
取
り
組
み
を



２月定例会の概要
　２月定例会は２月２３日から３月１５日まで２１日間の会期で開かれました。

　知事が所信を表明、本会議で平成９年度決算を認定
　開会日には、橋本知事が提出議案に関して、県政に取り組む所信と行政改革、産業
支援、介護保険、非核港湾などの重要課題について説明しました。
　続いて決算特別委員会委員長より、平成９年度の一般会計、特別会計決算の審
査結果について適正である旨の報告が行われ、採決の結果、決算に関する１５の議案
が認定されました。

　国体推進特別委員会が調査結果を報告
　続いて、国民体育大会推進特別委員会委員長が、１０回にわたる協議を重ね取りま
とめた調査結果の報告を行い、採決の結果、報告書は承認されました。

　本会議、予算委員会の質疑で非核港湾条例が焦点に
　本会議、予算委員会の質疑では、非核港湾条例を中心に、県の財政運営、国体の
簡素化、災害対策、環境問題、介護保険、産業振興などについて論議されました。

　企画建設委員会で非核港湾条例が継続審査に
　企画建設委員会において高知県港湾施設管理条例の一部を改正する条例議案
の審査が行われ、議案は継続審査とされました。

　計９１件の議案を可決、非核港湾条例は継続審査に
　閉会日には、平成１１年度一般会計予算など知事提出議案６９件と、議員から提出
された６件の意見書、１件の決議が可決・承認・同意され、開会日に承認した平成９年
度決算と合わせて計９１件の議案を可決しました。
　大きな焦点であった　「高知県港湾施設管理条例の一部を改正する条例議案」は、
本会議で採決の結果、継続審査となりました。

平成１１年（１９９９年）　６月２７日（日） こうち県議会だより

� 3�

�
 
本
県
の
所
得
水
準
は
低
く
、
共

働
き
も
多
い
。
お
金
の
面
で
子
ど

も
を
多
く
産
ま
な
い
と
い
う
方
も

少
な
く
な
い
が
、
三
人
目
以
降
の

保
育
料
の
無
料
化
と
、
今
後
の
少

子
化
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
知

事
に
聞
く
。

�
 
無
料
化
が
数
の
増
加
に
直
接
つ

な
が
る
の
か
疑
問
が
あ
る
の
で
、

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

子
ど
も
の
数
を
増
や
す
に
は
、
国

を
挙
げ
て
社
会
の
新
し
い
枠
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

�
 
学
級
崩
壊
な
ど
の
最
近
の
子
ど

も
の
問
題
は
、
人
の
話
を
聞
く
と

い
う
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
だ
。
幼
児
期
の

家
庭
を
中
心
と
し
た
し
つ
け
に
、

教
育
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

�
 
土
佐
の
教
育
改
革
と
し
て
、
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
た
め
、
学
校
、家
庭
、地
域

が
協
力
し
て
一
層
充
実
さ
せ
た
い
。

問答問答

伊野部武男
（未来会）

三
人
目
以
降
の
保
育
料

無
料
化
を

三
月
三
日�

る
た
め
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

（
一
九
九
四
年
五
月
発
効
）
の
精

神
を
生
か
し
た
、
高
知
県
子
ど
も

の
権
利
条
例
を
つ
く
る
つ
も
り
は

な
い
か
。

�
 
条
約
の
趣
旨
は
ま
だ
社
会
全
体

に
浸
透
し
て
い
な
い
。
子
ど
も
の

権
利
だ
け
で
な
く
、
行
政
、
家
庭
、

企
業
な
ど
の
役
割
が
明
確
に
な
る

よ
う
な
実
効
性
の
あ
る
、
体
系
的
、

総
合
的
な
条
例
づ
く
り
を
検
討
し

た
い
。

答�
 
四
国
西
南
地
域
の
空
港
建
設
に

つ
い
て
は
、
愛
媛
県
に
新
知
事
が

誕
生
し
、
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

需
要
予
測
は
六
割
が
愛
媛
県
側
と

な
っ
て
い
る
。
愛
媛
県
と
の
連
携

を
含
め
た
今
後
の
取
り
組
み
の
決

意
を
聞
く
。

�
 
こ
の
問
題
は
、
二
月
に
愛
媛
の

加
戸
知
事
と
懇
談
し
た
と
き
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
協
議
し
、
こ
れ

か
ら
は
協
調
し
て
取
り
組
み
た
い

と
の
話
が
あ
っ
た
。
今
後
は
連
携

を
よ
り
深
め
て
、
両
県
が
検
討
と

協
議
を
進
め
る
。

�
 
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
で
は
、
地

域
医
療
を
支
援
す
る
病
院
と
し
て
、

他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

�
 
院
内
に
設
け
た
地
域
医
療
室
で
、

医
師
と
地
元
医
師
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
職
員
に
よ
っ
て
、
紹
介
患
者

の
受
け
入
れ
、
安
定
期
の
患
者
の

逆
紹
介
、
高
度
医
療
機
器
や
病
床

の
オ
ー
プ
ン
利
用
な
ど
を
行
い
、

地
域
連
携
を
強
化
す
る
。

�
 
宿
毛
湾
で
は
土
佐
茜
ブ
リ
や
マ

ダ
イ
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
新
し
い
試
み
が
出
て
い
る
。
宿

毛
湾
に
限
ら
ず
、
漁
業
者
が
行
う

問答問答問

中野　善弘
（自由民主党）

西
南
空
港
の
建
設
に

愛
媛
県
と
連
携
を

�
 
臓
器
移
植
医
療
を
定
着
さ
せ
る

た
め
に
は
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
県
で

は
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
な

ど
の
普
及
啓
発
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
き
た
か
。
ま
た
県
内
に

カ
ー
ド
所
持
者
は
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
。

�
 
こ
れ
ま
で
に
五
十
五
万
枚
の

カ
ー
ド
を
配
布
し
た
。
免
許
証
や

保
険
証
に
張
れ
る
シ
ー
ル
と
あ
わ

せ
て
引
き
続
き
普
及
に
努
め
る
。

高
知
市
内
の
街
頭
調
査
で
は
所
持

率
十
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

�
 
交
通
弱
者
が
安
心
し
て
電
車
を

利
用
で
き
、
ま
た
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

う
え
で
も
、
路
面
電
車
の
高
知
駅

乗
り
入
れ
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ

る
。
見
通
し
と
取
り
組
み
方
針
を

聞
く
。

�
 
高
知
市
、
県
警
、
建
設
省
、
Ｊ

Ｒ
四
国
、
土
佐
電
鉄
な
ど
と
継
続

的
に
検
討
し
て
き
て
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今

後
は
一
日
も
早
い
実
現
を
前
提
に

検
討
協
議
を
進
め
る
。

�
 
十
一
年
度
か
ら
始
ま
る
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
の
具
体
的
な
対

象
者
と
援
助
の
内
容
を
聞
く
。
ま

問答問答問
意
欲
的
、
先
進
的
取
り
組
み
に
対

し
て
、
県
は
ど
の
よ
う
な
指
導
と

支
援
を
す
る
の
か
。

�
 
漁
業
関
係
者
の
意
欲
的
な
動
き

が
出
て
い
る
。
十
一
年
度
に
総
合

支
援
事
業
を
創
設
し
て
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
積
極
的
支
援
を

し
、
漁
業
競
争
力
の
強
化
に
つ
な

げ
た
い
。

答

田村　輝雄
（県民クラブ）

路
面
電
車
の
高
知
駅

乗
り
入
れ
を

三
月
四
日�

�
 
本
県
も
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
一
九
六
一
年
、
ア

メ
リ
カ
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
お
け

る
老
人
会
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
高
齢
市
民
憲
章
（
老
人
憲
章
）

の
よ
う
な
、
高
齢
者
の
人
権
の
具

現
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�
 
六
年
後
に
は
本
県
の
四
人
に
一

人
が
高
齢
者
に
な
る
。
自
立
、
参

加
、
ケ
ア
、
自
己
実
現
、
尊
厳
と

い
っ
た
理
念
を
生
か
し
た
憲
章
の

制
定
を
検
討
し
た
い
。

�
 
高
齢
者
の
在
宅
ケ
ア
に
と
っ
て
、

住
環
境
は
最
も
基
礎
的
な
条
件
と

な
る
。
こ
れ
は
行
政
が
取
り
組
ま

な
い
と
解
決
し
な
い
。
住
宅
問
題

を
保
健
・
福
祉
・
医
療
と
絡
ま
せ

る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�
 
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
の
整
備
や
住

み
な
れ
た
自
宅
の
改
造
に
専
門
的

な
支
援
を
す
る
住
宅
改
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
市
町
村
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
が
総
合
的
な
支
援
を
し
て

い
る
。

�
 
介
助
犬
は
障
害
者
の
自
立
を
促

進
し
精
神
的
支
え
に
も
な
る
の
で
、

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は

法
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
盲

導
犬
同
様
の
公
的
支
援
や
法
的
認

知
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
知
事
の

考
え
は
。

問答問答問
た
円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
体
制
を
ど
う
整
備
す
る
の
か
。

�
 
対
象
者
は
痴
呆
性
の
高
齢
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
。

援
助
内
容
は
、
買
い
物
や
お
金
の

管
理
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
手
続

き
の
援
助
な
ど
。
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
に

自
立
生
活
支
援
専
門
員
、
市
町
村

単
位
に
生
活
支
援
員
を
配
置
す
る
。

答

池脇　純一
（未来会）

高
齢
市
民
憲
章
に
よ
る
高

齢
者
の
権
利
の
具
現
化
を

�
 
わ
が
国
の
農
地
は
一
貫
し
て
減

少
し
て
い
る
。
農
地
利
用
の
規
制

緩
和
と
い
う
考
え
が
一
方
に
あ
る

と
思
う
が
、
農
地
は
農
業
生
産
に

と
っ
て
最
も
基
礎
的
な
資
源
で
あ

り
、
今
後
の
農
業
を
守
る
た
め
、

そ
の
利
用
は
厳
正
に
規
制
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

�
 
優
良
農
地
を
確
保
し
、
農
地
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
農
地

転
用
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
厳
正
に
対
処
す
る
。

問答 �
 
県
内
に
盲
導
犬
は
五
頭
い
る
が

介
助
犬
は
い
な
い
。
障
害
の
あ
る

方
に
と
っ
て
大
き
な
手
助
け
に
な

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
要
望
を

把
握
し
て
、
制
度
の
整
備
な
ど
を

国
に
働
き
か
け
る
よ
う
検
討
す
る
。

答

藤戸　　進
（自由民主党）

農
地
利
用
は
厳
正
に

規
制
を

�
 
今
、
五
十
三
市
町
村
の
う
ち
半

数
以
上
が
無
獣
医
地
区
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の
畜

産
振
興
策
と
し
て
、
家
畜
保
健
衛

生
所
で
、
指
導
と
診
療
を
一
貫
し

て
行
え
る
よ
う
充
実
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

�
 
家
畜
保
健
衛
生
所
は
衛
生
指
導

を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

診
療
も
行
え
る
体
制
に
す
る
た
め
、

十
一
年
度
か
ら
職
員
に
診
療
技
術

の
研
修
を
し
、
県
全
体
の
家
畜
診

療
の
新
し
い
体
制
づ
く
り
に
も
取

り
組
む
。

�
 
高
齢
社
会
に
な
っ
て
、
即
時
の

応
急
手
当
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
と
っ
さ
の
対
応
に
と

ま
ど
う
こ
と
も
あ
る
。
一
般
県
民

を
対
象
に
し
た
救
急
法
な
ど
の
普

及
、
充
実
に
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

�
 
救
急
救
命
法
の
講
習
は
、
日
本

赤
十
字
社
、
保
健
所
、
消
防
本
部
、

学
校
、
自
動
車
教
習
所
な
ど
で

行
っ
て
お
り
、
十
一
年
度
か
ら
は
、

休
日
に
地
域
で
行
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。
都
市
部
に
限
ら
ず
、

県
内
全
域
へ
の
普
及
に
努
め
る
。

問答問答

�
 
南
国
市
明
見
の
場
外
車
券
売
場

は
都
市
計
画
法
上
の
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
開
発
行
為
に
当

た
ら
な
い
理
由
は
何
か
。
ま
た
駐

車
場
と
建
物
を
分
け
て
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
問
題
は
な
い

の
か
。

�
 
建
物
は
既
存
宅
地
で
区
画
形
質

の
変
更
を
伴
わ
な
い
た
め
、
計
画

駐
車
場
は
特
定
工
作
物
な
ど
に
当

た
ら
な
い
た
め
と
い
う
の
が
理
由

だ
。
ま
た
こ
の
判
断
は
建
設
省
の

見
解
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問答

牧　　義信
（日本共産党）

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か

�
 
高
知
新
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱

い
目
標
（
二
〇
〇
五
年
に
年
間
三

万
六
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）
は
空
想
的
で
あ

る
。
三
万
ト
ン
バ
ー
ス
の
活
用
は

地
に
足
の
つ
い
た
計
画
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
過
大
な
目
標
は
見
直

す
べ
き
だ
。

�
 
取
扱
量
は
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
し
、
港
を
利
用
し
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
も
興
り
始
め
て
い
る
。
目

標
値
は
運
輸
省
の
調
査
に
基
づ
い

て
お
り
、
こ
れ
を
努
力
目
標
に
、

地
場
企
業
の
振
興
に
な
る
よ
う
取

り
組
む
。

�
 
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
体

制
は
、
郡
部
に
お
い
て
極
め
て
大

き
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
現
状
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
来
年
四
月
の
実
施
ま

で
に
ど
う
整
備
す
る
見
通
し
か
。

�
 
制
度
導
入
の
時
点
で
も
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
は
一
定
避
け
ら
れ
な
い
。

現
状
を
明
ら
か
に
し
て
、
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
。
広
域
的
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
な
ど
で
格
差
の
縮
小
に
努

め
る
。

�
 
子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
し
て

尊
重
し
、
そ
の
福
祉
の
推
進
を
図

問答問答問



企画建設委員会産業経済委員会文化厚生委員会総務委員会
川田　雅敏（自）山本　広明（自）植田壮一郎（自）森　　雅宣（自）委　員　長
佐竹　紀夫（清）池脇　純一（清）谷相　勝二（自）浜田　英宏（自）副委員長
中西　　哲（自）
樋口　秀洋（自）
東川　正弘（自）
西森　潮三（自）
中沢　潤二（清）
江渕　征香（県）
牧　　義信（共）
公文　　豪（共）

西岡　仁司（自）
溝渕　健夫（自）
土森　正典（自）
西岡寅八郎（自）
小松　　雅（自）
二神　正三（フ）
田村　輝雄（県）
田頭文吾郎（共）

武石　利彦（自）
広田　　一（自）
雨森　広志（自）
結城　健輔（自）
中内　桂郎（清）
朝比奈利広（清）
森田　益子（県）
塚地　佐智（共）

三石　文隆（自）
森田　英二（自）
元木　益樹（自）
依光　�夫（自）
黒岩　正好（清）
岡崎　俊一（清）
川添　義明（県）
米田　　稔（共）
梶原　守光（共）

委　　員

企画振興部
土木部
企業局
選挙管理委員会
収用委員会

商工労働部
農林水産部
地方労働委員会
海区漁業調整委員会
内水面漁場管理委員会

健康福祉部
文化環境部
病院局

総務部
出納室
教育委員会
人事委員会
監査委員
公安委員会
一般会計予算の歳入
他の常任委員会に属
しないこと

所管（担当）

　高知県議会では、本会議から付託された議案などを分担して専門的・能率的
に審査するため、条例により４つの常任委員会を設けています。

常常任任委委員員会会

　議会運営委員会は、本会議を円滑に能率良く
運営するために設けられている委員会で、必要
に応じて随時開催されます。

議議会会運運営営委委員員会会

東川　正弘（自）委　員　長

朝比奈利広（清）副委員長

樋口　秀洋（自）

委　　員

植田壮一郎（自）
土森　正典（自）
西森　潮三（自）
結城　健輔（自）
中沢　潤二（清）
江渕　征香（県）
塚地　佐智（共）
梶原　守光（共）

　特別委員会は、必要がある場合に議会の議決
によって設置されます。

元元県県幹幹部部職職員員にによよるる巨巨額額借借りり入入れれ
焦焦げげつつきき関関連連事事件件調調査査特特別別委委員員会会

土森　正典（自）委　員　長

岡崎　俊一（清）副委員長

樋口　秀洋（自）

委　　員

山本　広明（自）
植田壮一郎（自）
森　　雅宣（自）
溝渕　健夫（自）
元木　益樹（自）
西森　潮三（自）
池脇　純一（清）
二神　正三（フ）
川添　義明（県）
江渕　征香（県）
梶原　守光（共）
田頭文吾郎（共）

注
…
表
の
中
で
使
用
し
た
会
派
の
略
称
は

　
　

左
記
の
と
お
り
で
す
。

自
…
…
自
由
民
主
党

共
…
…
日
本
共
産
党

フ
…
…
フ
レ
ッ
シ
ュ　
２１

清
…
…
清
流
会
・
公
明

県
…
…
県
民
ク
ラ
ブ

三石　文隆
（自由民主党）

谷相　勝二
（自由民主党）

東川　正弘
（自由民主党）

元木　益樹
（自由民主党）

西森　潮三
（自由民主党）

黒岩　正好
（清流会・公明）

池脇　純一
（清流会・公明）

中沢　潤二
（清流会・公明）

森田　益子
（県民クラブ）

川添　義明
（県民クラブ）

江渕　征香
（県民クラブ）

米田　　稔
（日本共産党）

牧　　義信
（日本共産党）

塚地　佐智
（日本共産党）

梶原　守光
（日本共産党）

高知市（定数１５）

定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会ととととととととととととととと臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時会会会会会会会会会会会会会会会
　県議会には、２月、６月、９
月、１２月に開催される年４
回の定例会と、特に必要の
ある場合に開催される臨時
会とがあります。
　この５月に開催された臨
時会は、４月の一般選挙で
議員の改選が行われたた
め、議会の組織を編成する
ために開催されたものです。

（平成１１年６月３日現在）

森　　雅宣
（自由民主党）

依光　�夫
（自由民主党）

公文　　豪
（日本共産党）

香美郡（定数３）

西岡　仁司
（自由民主党）

長岡郡（定数１）

浜田　英宏
（自由民主党）

奈半利町・田野町
安田町・北川村
馬路村（定数１）

植田壮一郎
（自由民主党）

室戸市・東洋町
（定数１）

溝渕　健夫
（自由民主党）

岡崎　俊一
（清流会・公明）

南国市（定数２）

樋口　秀洋
（自由民主党）

安芸市・芸西村
（定数１）

こうち県議会だより

� 4�

平成１１年（１９９９年）　６月２７日（日）

議議議議議議議議議議議 長長長長長長長長長長長 依　光　�　夫（自）

副副副副副副副副副副副議議議議議議議議議議議長長長長長長長長長長長 雨　森　広　志（自）



こうち県議会だより
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自由民主党（２３名）

武石　利彦
中西　　哲
西岡　仁司
三石　文隆
森田　英二
川田　雅敏
谷相　勝二
広田　　一
浜田　英宏
樋口　秀洋
山本　広明
植田壮一郎
森　　雅宣
雨森　広志
東川　正弘
溝渕　健夫
元木　益樹
依光　�夫
土森　正典
西森　潮三
結城　健輔
西岡寅八郎
小松　　雅

清流会・公明（７名）

黒岩　正好
中内　桂郎
佐竹　紀夫
朝比奈利広
岡崎　俊一
池脇　純一
中沢　潤二

日本共産党（６名）

米田　　稔
牧　　義信
公文　　豪
塚地　佐智
梶原　守光
田頭文吾郎

県民クラブ（４名）

田村　輝雄
森田　益子
川添　義明
江渕　征香

フレッシュ２１（１名）
二神　正三

会　派

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数ととととととととととととととととととととと任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
　４月 １１ 日に県議会議員選挙が
行われ、県内１６の選挙区か４１人
の議員が選ばれました。任期は４
月 ３０ 日から４年間となっています。

川田　雅敏（自）
元木　益樹（自）
土森　正典（自）
西森　潮三（自）
中内　桂郎（清）
池脇　純一（清）
川添　義明（県）
牧　　義信（共）

高高知知県県・・高高知知市市病病院院組組合合
議議 会会 議議 員員

樋口　秀洋（自）
溝渕　健夫（自）
西岡寅八郎（自）
小松　　雅（自）
朝比奈利広（清）
公文　　豪（共）

高高知知県県競競馬馬組組合合
議議 会会 議議 員員

　議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののの権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限議会の権限
　県議会は、県の意思決定機関として、法律（地方自治
法）で次のような事項を決定したり、同意したりする権限
が与えられています。

・条例の制定、改廃
・県の予算の決定、決算の認定
・県が行う一定金額以上の契約の締結
・副知事、出納長、各種委員などの選任同意
・国などの行政機関への意見書の提出
・その他県政に関する主な事項

　本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議とととととととととととととととととととと委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会本会議と委員会
　全議員で構成する会議を本会議といい、本会議では議
案の採決などの最終的な意思決定がなされます。
　しかし、数多くの議案の審議を一度に全て本会議で行う
ことは、専門性や能率の面から無理があります。
　そこで、委員会を設け、本会議に提案された議案などを
分担して審査を行い、結果を本会議で報告のうえ採決を
行っています。
　委員会には常任、特別、議会運営の各委員会があり、委
員会は、議会の閉会中でも必要に応じて会議を開き、重
要事項の審査や県の事業の調査を行っています。

森田　英二
（自由民主党）

中内　桂郎
（清流会・公明）

土佐市（定数２）

雨森　広志
（自由民主党）

西岡寅八郎
（自由民主党）

吾川郡（定数２）

川田　雅敏
（自由民主党）

土佐郡（定数１）

広田　　一
（自由民主党）

土佐清水市
（定数１）

中西　　哲
（自由民主党）

二神　正三
（フレッシュ２１）

宿毛市・大月町・三原村
（定数２）

土森　正典
（自由民主党）

田頭文吾郎
（日本共産党）

中村市（定数２）

小松　　雅
（自由民主党）

朝比奈利広
（清流会・公明）

須崎市（定数２）

武石　利彦
（自由民主党）

結城　健輔
（自由民主党）

佐竹　紀夫
（清流会・公明）

高岡郡（定数４）

田村　輝雄
（県民クラブ）

山本　広明
（自由民主党）

佐賀町・大正町
大方町・十和村
西土佐村（定数１）

平成１１年（１９９９年）　６月２７日（日）



� 　県はＮＰＯが介護サービスの提供主体となるこ
とを期待していると思うが、そのための法人格の
取得については、わずか２団体しか申請していな
い。現状認識と、これからの取り組みを聞く。

� 　現状は厳しいが、ＮＰＯが介護サービスを担う
ことは、大変ありがたい。市町村などに情報を流
すほか、啓発にも努めて、実現に向けて取り組む。

� ＰＦＩ（民間資本の導入による公共サービスの実
施）に関して、国会や各省庁でも検討が進んでい
る。ＰＦＩの導入には、地方公共団体の役割がカ
ギになるといわれているが、知事の認識を聞く。

� 　コストの削減、バラエティーに富む質の高い
サービスの実現などの効果が期待できるが、途中
で破たんしたときの責任の明確化などの問題もあ
る。十分関心を持って研究したい。

� 　来年３月には過疎法が失効する。その後の新法に
ついて新しい過疎地域の役割を踏まえ、総合的・
体系的に、過疎債の採択の要件緩和なども含めて、
理念から具体的な施策までを国に提言してはどう
か。

� 　新法について市町村の意見を聞いているところ
なので、その結果をまとめ具体的に要求できるも
のについては国に要望したい。

問

答

問

答

問

答

介護サービス分野
でのＮＰＯ支援を

広田　　一
（未来会）

� 　知事が国とよりよい関係で非核三原則を実現し
たいといっても、国は、非核証明方式は違法にな
るといっている。国の意向を念頭に置かずに、国
と仲よくしていこうというのは、一方的な押しつ
けではないか。

� 　私は現在の政府・外務省の考えにそのまま従っ
ていくことが、よい協力関係だとは思わない。国
と地方はどうあるべきかというあるべき論でいく。

� 　知事は、外国軍艦の入港の諾否は国が決定する
と認めている。そのことと、非核証明書をもらっ
て港湾使用の諾否を知事が判断・決定するという
ことは、完全に矛盾している。知事に決定の権限
はないのではないか。

� 　国と地方はそれぞれ形の上で異なる決定の権限
を持つ。実質的には、非核三原則を前提にすれば、
二つの決定にずれが出ることはない。

� 　土佐の教育改革の一つとして、全国的にも有名
になった授業評価システムは、私の調査によると
学校現場での取り組みが少ない。これは県教委の
指導が足りないからで、まさに「仏つくって魂入
れず」だ。実効が上がっているのか。

� 　すべての学校、すべての教員ということではな
いが、熱心にやっているところでは実効が上がっ
ていると考えている。

問

答

問

答

問

答

外国艦船の寄港に
関する知事の考え
方は矛盾している

元木　益樹
（自由民主党）

� 　日本に入ってくる米軍の艦船に核はないと外務
省が報告をすれば、国と地方の役割分担も明確に
なり、県民にも納得がいく。外務省が報告の責任
を負わないというのは不可解だ。知事の考えは。

� 　全く同感だ。なぜ外務省が地方に対して、国の
基本政策のもとで判断した認識を伝えてもらえな
いのか、非常に不可解に思う。

� 　ビジネスサポートセンター大阪が、総じて良い
成果を上げているので、次は東京にという希望が
ある。使われていない旧東京宿泊所を、今すぐ、
センターとして活用してはどうか。

� 　早期に東京にもセンターができるよう検討した
い。東京宿泊所は、事務所として手を入れなけれ
ばならないかどうかなど課題もある。中期的な話
も含めて、活用法を今検討している。

� 　橋本知事になってから県職員を２１名、民間の企
業に派遣している。その人たちが研修を終えて
帰ってきた後の、人事配置の考え方を聞く。目に
見えた形が出るよう配慮が欲しい。

� 　できる限り、研修で身につけた企業センスや人
脈を生かせるような部署に配置している。入庁２、
３年目の若い職員については、一通り幅広くとい
うことを優先させる例もある。

問

答

問

答

問

答

ビジネスサポート
センターを今すぐ
にでも東京に

川添　義明
（県民クラブ）

� 　国の非核三原則を応援し、県下の港への核の持
ち込みを断ろうとする知事の港湾条例提案に、こ
れほど異常な抵抗が起こることが理解できない。
不思議なことだ。知事の感想を聞く。

� 　ストレートな答えにはならないが、国が非核三
原則に基づいて判断し、認識を県に伝えてもらい、
それによって県民の不安を解消することは知事と
して当然の行為と思う。

� 　高知大への教員派遣研修の中止問題は、解決の
糸口が見えていない。教員研修への影響と損失、
そして大学院の存続の危機まで取りざたされてい
る事態をどう受け止めているのか。

� 　大学側も昨年三月議会での中止決議を重大に受
け止め、決議内容については一定の改善もされた
と認識している。議会の理解も得たうえで、早期
に派遣再開ができればと思っている。

� 　シキボウ跡地へのジャスコ進出は、県経済への
強いマイナス影響が予想される。県議会には、可
能な限りの規制を求める請願も出ているが、県と
して今後どんな姿勢で対処するのか。

� 　この店舗は国の大店審で審査される。県は審議
をオブザーブしながら、重大な関心を持って見
守っていく。商工団体のこの出店に対抗しての活
性化策には総合的な支援をする。

問

答

問

答

問

答

非核港湾化への
異常な抵抗をどう
感じるか

梶原　守光
（日本共産党）

� 　県東部の交通渋滞を解消するためには、バス停
をできるだけ改良すべきだ。特に、手結港の入り
口付近のバス停は、交差点改良にあわせて、ぜひ
とも位置の変更が必要ではないか。

� 　バス停の設置や移設については、利用者の安全、
利便、交通渋滞に留意するよう、機会あるごとに
要望してきた。お尋ねのバス停は業者において移
転することを確認済みである。

� 　空港新線（空港への連絡鉄道）は、国への最重
要要望にすべきだ。また阿佐線として位置づける
よりも、空の高速交通体系の中に位置づけた要望
にすべきと思うが。

� 　９年から第三セクター鉄道への財源措置という
表現で、空港アクセス新線を含めた要望活動をし
ている。１１年度は、具体的に明らかに位置づけた
うえで、要望の内容を検討したい。

� 　県東部への高速道路網は歯抜け状態で、まだま
だ道のりが遠い。高速道路は即効薬と知事はいう
が、薬が効くころ私はこの世にいないかもしれな
い。せめて漢方薬でも飲みながら早期整備に向け
て活動したいが、今後の県の取り組みを聞く。

� 　建設省と県、それぞれの事業区間の同時並行的
な整備と、交通渋滞箇所などの優先的な整備に全
力を挙げる。

問

答

問

答

問

答

県東部の交通問題
について問う

浜田　英宏
（自由民主党）

2 月定例会
予算委員会の質問から

第 1 日（3 月 5 日）

質問者 元木 益樹
川添 義明
広田 一
梶原 守光
浜田 英宏

＊所属会派は２月定例会時点のものです。

２月定例会中の３月５日、８日
に、予算委員会の質疑が１１人の
委員によって行われました。
予算委員会は、県の当初予算
とその関連事項などについて総
合的に審査するために、平成８
年から、２月定例会、９月定例
会で開催されています。

２月定例会２月定例会　審議の結果審議の結果
●可決・承認・同意・認定された議案
知事提出議案
予算議案
「平成１１年度高知県一般会計予算議案」など２８議案

条例議案
「高知県社会貢献活動推進支援条例議案」「高知県環境影響
評価条例議案」など２６議案

人事議案
「高知県監査委員の選任についての同意議案」「高知県収用
委員会の予備委員の任命についての同意議案」の２議案

報告議案
「平成９年度高知県一般会計歳入歳出決算」 など１６議案

その他の議案
「県有財産（高知みなみ流通団地）の処分に関する議案」など
１２議案

議員提出議案
意見書議案
「地方税源の充実に関する意見書議案」
「次期教職員配置改善計画の早期策定に関する意見書議案」
「精神障害者に対する福祉制度の充実に関する意見書議案」
「児童手当制度の抜本的改善を求める意見書議案」
「深刻な雇用・失業情勢に対応し、労働行政の充実を求める意
見書議案」
「木材産業の振興に関する意見書議案」の６議案

決議議案
「県外資本による超大型店舗の出店調整に関する決議議案」

●継続審査とされた議案
「高知県港湾施設管理条例の一部を改正する条例議案」

●否決された議案
「新ガイドラインと関連法案に反対し撤回を求める意見書議案」

●採択された請願
「ジャスコ出店の規制について」
「超大型店の出店規制について」

こうち県議会だより
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� 　多重債務による自己破産の増加が大きな問題に
なっている。日歩の貸金業者数と、立入検査の実
施状況、そして違法・悪質な手口への県の対応を
聞く。

� 　業者数は６６。立ち入り調査は３年に一度行う。
相談を受けたら、必要に応じて業者を是正指導し
たり、裁判所・弁護士会を紹介する。弁護士によ
る無料法律相談も行っている。

� 　盛岡市では自己破産を未然に防止するため、弁
護士会と連携して綿密な返済計画のもとに貸付を
行うという独自の制度をつくった。本県でもこの
システムを研究、検討するつもりはないか。

� 　盛岡市の、サラ金などによる多重債務者に債務
整理のための資金を貸し付ける消費者救済資金貸
付制度については承知している。県レベルで同様
の制度があるのかどうか、他県の状況などを調査
したい。

� 　地場産米の学校給食は効果があるし、米に限ら
ず高知県産のものを取り入れることは、教育的に
も、農業振興にも効果があると思う。知事はこれ
を全県に広げる考えはないか。

� 　県内２２の市町村が地場産米を使いたい意向があ
るが、国の補助の廃止や供給量、価格など、さま
ざまな課題がある。これらを十分検討しながら、
普及、推進を支援したい。

問

答

問

答

問

答

悪質な貸金業者へ
の指導、多重債務
による自己破産へ
の対策は 塚地　佐智

（日本共産党）

� 　シルバー人材センターの役割は、高齢者の生き
がい、収入源、健康保持など、大変大きい。高知
のセンターは、他県と比べ、公共の受託事業が少
ないが、増やすよう支援すべきではないか。

� 　センターの発展には、会員の確保と受注量の拡
大が不可欠。高知市のセンターは官公庁からの受
注が非常に低く、センターの指導に努めるととも
に、発注者側にもお願いしていく。

� 　知事の三大公約の一つ、商品計画機構が、これ
までに商品化、販路拡大を手がけた商品数と、販
売高の上位品目は。

� 　８５品目を扱っており、通算売り上げの上位は、
トップがサンゴの１９億２千万円、四万十のうどん
が１億円、カツオが９千万円となっている。

 � 　サンゴ業界の中で商品計画機構の営業方針に
不安と不満と不信がある。サンゴだけに限らず、
業者の経営基盤をどう確立するかについて業界と
話し合い、信頼関係をつくる視点が商品計画機構
に欠けていると思うが、どう考えるか。

� 　計画機構の使命が県産品のブランド化というこ
となので、新しい商品を開発して、それを丹念に
市場に出していくことが必要と考えている。サン
ゴについても生産者や企業との協力姿勢を強めて
いかねばならない。

問

答

問

答

問

答

商品計画機構は
業界と信頼関係が
築けているか

江渕　征香
（県民クラブ）

� 　１１年度当初予算は、投資的経費全体では１．７％
のマイナスであって、とても景気に配慮した予算
とはいえないと思うが、知事の認識は。

� 　二月補正とあわせる形で、一般公共事業を１,１００
億円（伸び率１３％）としたほか、法人事業税の減
税や中小企業への小口融資枠（２６億円）を確保し
た。将来の財政状況を踏まえてぎりぎり精一杯配
慮したつもりだ。

� 　県単独事業の削減のうち、特に道路単独事業の
削減が大きい。道路は継続性や緊急を要する箇所
もあろうと思うが、事業の執行に支障はないのか。

� 　防災事業を実施するときに、改良費をプラスし
て道路の幅を広げたり、中山間地域での一・五車
線的整備などの工夫をして、できる限り事業量の
確保をする。国体や物流団地の関連路線は優先的
に整備する。

� 　グリーンピア土佐横浪の再建に、須崎市の参加
を働きかけているか。また、再建はホテル部門に
絞らず、広範囲な視野に立って検討してはどうか。

� 　須崎市は、高齢者に対する入浴や食事サービス
での利用回数を増やすとともに、借入金の利子に
ついても応分の負担をしてくれることになってい
る。再建は、まずはホテル機能を中心とするが、
ほかの方策も具体的な話があれば検討する。

問

答

問

答

問

答

道路予算の削減に
よる支障はないか

朝比奈利広
（未来会）

� 　核搭載について国の回答がなくても港を使用で
きるという答弁では、要綱が意味をなさなくなる。
しかも、最初から可決の見通しもないのに、あえ
て条例改正の道を選ぶのはなぜか。

� 　委員の意見に一定理解できるところはあるが、
県民への説明責任を果たす点では十分意味を持つ。
自民党の反対については、議会の場で誤解を解く
努力をするし、場合によっては表現の修正も考え
ている。

� 　今回の非核条例と要綱は、知事は意味があると
いうが、今の答弁のようなことなら、実態として
意味をなさない。一回練り直すという意味で、撤
回すべきだ。その考えはないか。

� 　１年間、十分練ったものを条例案として出した。
本会議でも予算委員会でも、ここまで議論をして
取り下げるのはかえって県民の目から見てわかり
にくいのではないかと考える。

� 　建設業に、持ち株方式による業務提携の制度を
県がつくり、技術者を融通できるようにすれば、
構造的な人件費のムダがはぶけ体質改善に有効だ
と思うが、取り組む考えはないか。

� 　公共事業を含めた建設市場の変化に対応する新
しい経営形態の模索は望ましいことで、国でも内
部検討されている。業界における検討内容をよく
聞いて整理し、必要な対応策を検討する。

問

答

問

答

問

答

非核条例を撤回す
る考えはないか

西森　潮三
（自由民主党）

� 　非核港湾条例の事務処理要綱で一番問題となっ
ている第３項（外務省への非核を証する文書の要
請）と第４項（使用に関する決定）について、知
事の解釈、見解を求める。

� 　要綱の中では「証する文書」としているが、文
書であることにはこだわらない。外務省から住民
の不安を解消するだけの情報をもらえればよいと
いうことで、しゃくし定規な解釈、運用はしない。

� 　外務省は非核証明書を出さないと回答している。
国から非核証明がこないという前提に立った場合、
知事はどうするのか。今までの答弁にはない視点
の答弁を。

� 　国はこれまで、他の港からの要請に対して答え
ているので、それとの整合性がつかなくなると思
う。仮に全く回答がない場合でも、施設の使用を
妨げることにはならないと思う。

� 　県立養護老人ホームの民間移管については、高
齢先行県として、高齢社会のモデルとなるような
社会福祉法人への移管をすべきと思う。今後の民
間移管について、知事の見解を聞く。

� 　民間は住民が選ぶ福祉サービス、行政は保護・
救済の福祉という役割分担が考えられる。民間移
管はサービスの質と継続的な運営という視点から、
高知ならではという形で進めたい。

問

答

問

答

問

答

国から非核証明が
こないとき、
港湾使用をどうす
るのか 植田壮一郎

（自由民主党）

� 　波介川の河口導流事業は、相当地元の理解も深
まり、将来の地域振興についての新しい組織も活
動し始めた。今こそ知事が先頭に立ち、地元の理
解と協力を求めるべきだ。

� 　大変重要な事業なので、国や市と一緒に積極的
に取り組む。また国と新居地区との仲介役として
も努力する。必要であれば地元に足を運び最大限
の努力をしたい。

� 　「地域で支え合う防災対策事業」は、その内容が
救急救命、講習など、自主防災組織の育成となっ
ているが、津波とこの事業との関わりを聞く。

� 　この事業は自主防災組織が防災対策を講じるの
を支援するもので、津波にも適用される。危険場
所や避難場所の地図をつくるとか、災害弱者を地
元の方に知らせるなどのほか、地域独自の取り組
みも対象となる。

� 　土佐市の地下水のかん養対策には、仁淀川の清
流保全が一番大事だと考える。最大の課題は製紙
業の排水問題と流域市町村の生活排水対策だと聞
くが、今後、清流保全にどう取り組むのか。

� 　１０年度に仁淀川清流保全計画を策定したうえで、
製紙排水については総量規制的な排水基準を設定
したい。また各市町村で生活排水対策推進計画を
策定中であり、県はこれを支援していく。

問

答

問

答

問

答

仁淀川清流保全の
取り組みは

市川　精香
（県民クラブ）

2 月定例会
予算委員会の質問から

第 2 日（3 月 8 日）

質問者 江渕 征香
朝比奈利広
塚地 佐智
植田壮一郎
市川 精香
西森 潮三

＊所属会派は２月定例会時点のものです。

こうち県議会だより
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県
議
会
の
組
織
を
編
成

　

開
会
日
の
五
月
十
一
日
に
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、第
七
十
八
代
議
長
に
依
光
�
夫
議
員

（
自
由
民
主
党
）、第
八
十
三
代
副
議
長
に
雨
森
広
志
議
員（
自
由
民
主
党
）を
選
出
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
五
月
十
二
日
に
は
、常
任
委
員
を
選
任
し
、各
常
任
委
員
会
を
開
い
て
、正
副
委

員
長
選
挙
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
質
疑

　

開
会
三
日
目
の
五
月
十
三
日
、元
木
益
樹（
自
由
民
主
党
）、池
脇
純
一（
清
流
会
・
公
明
）、梶

原
守
光（
日
本
共
産
党
）、川
添
義
明（
県
民
ク
ラ
ブ
）の
四
議
員
が
質
問
に
立
ち
、元
県
幹
部
職

員
に
よ
る
巨
額
借
り
入
れ
焦
げ
つ
き
事
件
、土
木
事
務
所
で
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
、公
立
学
校
職

員
に
よ
る
預
金
着
服
事
件
、池
川
町
で
の
覚
せ
い
剤
事
件
、病
院
局
職
員
の
退
職
金
不
適
正
処

理
問
題
に
つ
い
て
執
行
部
を
追
及
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
橋
本
知
事
は
、一
連
の
職
員
不
祥
事
問
題
に
つ
い
て「
元
職
員
へ
の
行
き
過

ぎ
た
信
頼
か
ら
誰
が
見
て
も
お
か
し
い
行
為
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。意
識
改
革
が
十

分
に
目
的
を
達
成
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
更

に
深
め
る
と
と
も
に
、組
織
管
理
の
見
直
し
を
き
ち
ん
と
し
た
い
。事
件
の
全
容
が
判
明
し
た

際
、私
を
含
め
て
責
任
を
明
確
に
す
る
。」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、退
職
金
不
適
正
処
理
問
題
に
つ
い
て
は
、「
病
院
事
業
の
退
職
手
当
の
処
理
は
不
適

正
で
あ
っ
た
。病
院
の
経
営
状
況
が
非
常
に
厳
し
い
こ
と
か
ら
、将
来
に
少
し
で
も
赤
字
を
持

ち
越
さ
な
い
た
め
に
補
助
金
と
し
て
支
援
し
た
い
。」と
答
弁
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
、文
化
厚
生
委
員
会
が
、退
職
金
不
適
正
処
理
問
題
で
補
正
予
算
案
を
修
正
可
決

　

本
会
議
後
、常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、退
職
金
不
適
正
処
理
問
題
に
関
す
る
補
正
予
算
案
が

付
託
さ
れ
た
総
務
委
員
会
と
文
化
厚
生
委
員
会
で
は
、補
助
金
で
処
理
す
る
と
し
た
執
行
部

の
補
正
予
算
案
に
対
し
て
、議
員
か
ら
貸
付
金
で
処
理
す
べ
き
と
の
修
正
案
が
提
案
さ
れ
、両

委
員
会
と
も
こ
の
修
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
補
正
予
算
案
を
修
正
可
決
、ま
た「
知
事
に
対
す
る
問
責
決
議
」を
可
決
。元
県
幹
部

職
員
の
巨
額
借
り
入
れ
焦
げ
つ
き
関
連
事
件
の
特
別
調
査
委
員
会
を
設
置

　

最
終
日
の
五
月
十
四
日
の
本
会
議
で
は
、委
員
会
で
修
正
さ
れ
た
補
正
予
算
案
二
件
、報
告

議
案
二
件
、人
事
議
案（
高
知
県
監
査
委
員
の
選
任
）一
件
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
、「
地
方
分
権
一
括
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る
決
議
」「
知

事
に
対
す
る
問
責
決
議
」の
２
件
の
決
議
議
案
を
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、競
馬
組
合
議
会
議
員
と
高
知
県
・
高
知
市
病
院
組
合
議
会
議
員
を
選
出
し
た
あ
と
、

元
幹
部
職
員
に
よ
る
巨
額
借
り
入
れ
焦
げ
つ
き
関
連
事
件
の
真
相
を
究
明
す
る
た
め
に
、調

査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、臨
時
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

知事に対する問責決議（全文）
　２１世紀を目前にして、また、本四三橋時
代を迎え、県政の浮揚を図るため県を挙げ
て懸命に取り組んで行かなければならない
重要な時期に、元幹部職員による巨額融資
焦げつき事件をはじめ、県職員によるセク
シュアルハラスメントや知事が仲介した者に
よる覚せい剤取締法違反事件などの不祥
事件が相次いで発生し、さらには、病院局職
員の退職金にかかる不適正な事務処理問
題も発覚した。
　このようなことは、県政上例のない異常な
事態であり、極めて遺憾である。
　短期間にこのような不祥事件が続発した
ことは、職員の公務員としての倫理感の欠
如のみならず、知事をはじめ幹部職員の指
導力が疑われるところであり、県政に対する
信頼を根底から揺るがしかねないものである。
　知事は、このことを謙虚に受け止め、新た
な決意のもと、県民の信頼回復に向け、県
政の推進を図ることが今求められているとこ
ろであるが、県政の最高責任者としての知
事の責任は極めて重大である。
　よって、本議会は、知事に責任の深い自
覚と反省とともに、元幹部職員による巨額
融資焦げつき事件の真相究明に当たること
を強く求めるものである。
　以上決議する。

　

本
会
議
、
常
任
委
員

会
、特
別
委
員
会
、予
算

委
員
会
は
、
特
別
の
場

合
を
除
き
、
誰
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

　

開
催
日
程
な
ど
の
詳

細
は
、
新
聞
等
で
報
道

さ
れ
ま
す
が
、
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
議
会
事

務
局
（
T
E
L
0
8
8

�
8
2
3
�
9
5
2

9
・
9
5
3
5
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本　

会　

議

　

開
会
は
原
則
午
前
十
時
で
、
開

会
予
定
時
刻
の
十
五
分
前
か
ら
議

事
堂
南
入
口
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

定
員
は
百
六
十
三
名
で
、
定
員

を
超
え
る
と
入
場
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

予
算
委
員
会

　

開
会
予
定
時
刻
の
三
十
分
前
か

ら
議
事
堂
正
面
玄
関
で
受
付
を
行

い
ま
す
。

　

定
員
は
、常
任
委
員
会
・
特
別
委

員
会
が
六
名
、
予
算
委
員
会
が
九

名
（
特
別
な
場
合
を
除
く
）
で
、
希

望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

議事堂の見学
を受け付けています！

議事堂の見学
を受け付けています！

定例会や開会中に限り、議事堂の見学を受け付
けています。
児童・生徒や一般の方々の社会見学にいかがで
しょうか。
　※お問い合わせは…
　　議会事務局議事課　TEL　０８８ - ８２３ - ９５３５

６月２８日（月）　開会
７月　１日（木）　質疑並びに一般質問
　　２日（金）　　　　〃
　　５日（月）　常任委員会審査
　　６日（火）　　　　〃
　　７日（水）　閉会

＊予定ですので、変更になる場合があります。
　傍聴にこられる際には、議会事務局
　（� ０８８-８２３-９５３５） で日程を御確認ください。

いかがでしたか？　創刊号。
　今年度から広報活動の充実を図るため、「こうち県議会だより」を年４回開催する定例
会ごとに、新聞折り込みによりお届けし、また県の総合・合同庁舎、市町村役場でお配り
して、県議会がどのような活動をしているかをお知らせしていくことにしました。この広報
紙を通して、県政や県議会への関心を深めていただければ幸いです。
　なにぶんにも創刊号ということで、不十分な点も多いと思います。広報紙に関するご
意見やご感想を、お気軽に下記へお寄せください。

県議会のホームページ、今秋開設予定です 。
　インターネットホームページの開設を今秋に予定しています。ホームページでは、定例会
や委員会の開催日程、審議の結果などをできるだけ迅速にお知らせしていく予定です。

編編編編編編編編集集集集集集集集後後後後後後後後記記記記記記記記編集後記

ご意見・ご感想は……
おたより 〒７８０ － ８５７０
 高知市丸ノ内１ － ２ － ２０
 高知県議会事務局調査課
FA X ０８８ － ８７２ － ８４１１
電子メール k 50101@ken. pref. kochi. jp

　請願・陳情は、県民の
みなさんの要望や意見
を県政に反映させるた
めの大切な制度です。
　議員の紹介によって
提出されたものを請願、
紹介がないものを陳情
と区別しています。
　請願（陳情）を行う場
合は、左の様式に基づ
いて請願（陳情）書を作
成し、県議会議長あてに
１部提出してください。
　受理した請願書は、所
管の委員会及び本会議
で審議され、採択され
れば知事等に請願を送
付し、措置状況の結果
を求めます。
　なお、請願の場合は、
審査の結果を提出者へ
お伝えしています。

請願（陳情）書
年　月　日　

高知県議会議長
　　○○　○○　様
　請願（陳情）者　住　所
　　　　　　　　　氏　名　　　　印
　紹介議員　　　　氏　名　　　　印

　　○○○○○○○○○について

　請願（陳情）の趣旨及び理由

　請願（陳情）の項目

あなたの声を県政に！

平成１１年（１９９９年）　６月２７日（日）こうち県議会だより

� 8�

五五
月月
臨臨
時時
会会
のの
概概
要要


